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1．はじめに

里地のため池や河川は魚類をはじめとする多様な

水生生物の生息場所になっていることが知られてい

る 1）．しかしながら，近年では河川やため池は，改

修工事や外来生物の放流等によって生物群集が大き

く変化している事例が多い 2）．この報告では長野市

北部にある大座法師池および浅川における魚類の調

査を行い，過去のデータとの比較から魚類群集の変

化について検討した．

2．調査地および方法

大座法師池における調査は 2003 年７月 29 日の

夕方から 30 日にかけて長野市飯綱高原に位置する

大座法師池で行った（図１）．調査漁具として，網

ウ ケ（小 型 ９ 個： 商 品 名 魚 キ ラ ー，40cm × 25cm

× 25cm， 目 合 0.5cm； 大 型 ２ 個：100cm × 60cm

× 40cm，目合 2.5cm），刺網（網丈２m，長さ８m，

目 合 10cm）， 釣 り（ 餌 は ミ ミ ズ ）， タ モ 網（ 目 合

5mm） を併用し， 池全体の魚相を把握するように

努めた．また，補足調査として，2009 年 7 月 6 日

及び 2010 年 7 月 5 日に池の西側においてミミズを

餌とした釣獲調査を行った．採集された魚類の同定

は中坊 3）に従った．

浅川における調査は 2009 年 8 月から 10 月にか

けて行った．調査地点としては，2001 年 8 月に浅

川全域で実施された調査報告 5） とできるだけ重な

るように設定した．

調 査 用 具 と し て は， 電 気 漁 具（フ ロ ン テ ィ ア エ

長野市飯綱高原付近の大座法師池及び浅川上流域の魚類群集の変化について調査した． 大座法師池では，

1989-90 年に多く生息した小型遊泳魚モツゴ，ギンブナが減少し，2003 年には外来種オオクチバスが優占種

となった．また 2001 年当時，浅川上流域で優占したヤマメは 2009 年には劇的に減少し，代わってイワナの

生息が確認されるようになった．
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図 1　調査地点（A―I）の位置を示す地図
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考えられる．ただし，全長 10cm 未満の小型フナ類

は， 捕獲が期待される網ウケやタモ網でも確認で

きなかった． オオクチバスは餌釣りによって全長

18 ～ 34cm の個体が 6 尾捕獲された． また池西岸

で実施したタモ網による採捕（大人２名で約 15 分

間） で も 当 歳 魚（全 長 4 ～ 5cm） が ２ 尾 捕 獲 さ れ

た． また池の各所で全長 10 ～ 20cm 程度の若魚の

群が認められたことから，本種は自然再生産してい

ると考えられた．トウヨシノボリは池西岸でタモ網

によって稚魚（全長約 2.5cm）が２尾捕獲された．

大座法師池において 1989 ～ 1990 年に実施され

た調査 4） では， コイ， モツゴ， ギンブナ， シマヨ

シノボリ（トウヨシノボリの誤認と思われる）の４

種が確認されている．今回の調査で新たにオオクチ

バスが確認される一方で，当時は大量に稚魚が確認

されたモツゴは捕獲できなかった．また，他に生息

する可能性のある魚類としては過去に移植されたワ

カサギがあげられるが，今回の調査では確認されな

かった．

オ オ ク チ バ ス の 移 植 は こ こ 10 数 年 程 度 の 出 来

事と考えられるが，2000 年代に入ると池の各所で

遊 泳 す る 姿 が 確 認 さ れ 池 の 優 占 種 に な っ て い る．

2003 年に採捕された３尾については消化管内容物

レクトリック社製 FishshockerIII， 直流 400V） を主

に使用した．各調査区間は 50-100m として，20 ～

30 分をかけて通電により浮き上がった魚をタモ網

（目合 5mm）によってすくいとった．採捕された魚

は，現場で魚種を同定し，体長計測の後に採捕区間

に放流した．

近年の魚類群集の変化について検討するため，直

近 20 年に行われた調査資料（大座法師池について

は長野市 4），浅川については北野他 5））と今回の調

査結果とを比較した．

3．結果と考察

3.1　大座法師池

2003 年 の 調 査 で 確 認 で き た 魚 類 は， コ イ， ギ

ンブナ， オオクチバス， トウヨシノボリの４種で

あった（表１）．コイ（色鯉）は目視によって少な

くと も ５尾（目 測に よる 推定 全 長 30 ～ 50cm） が

確認された．ギンブナは刺網によって，全長 25 ～

31cm の大型個体が６尾捕獲された．なお，同年６

月初旬にボート桟橋付近で全長数ミリの稚魚が大量

に確認され，実験室に持ち帰って飼育したところす

べてギンブナであったことから自然産卵していると

表１　浅川および大座法師池調査のまとめ．河川環境及び確認個体数
（　）内が全長範囲を示す．「＋」は捕獲確認のみで個体数や全長についての記録なし．

記号 河川名 地点名 標高
（ｍ）

川幅
（ｍ） 調査日 水温＊1

（℃） 方法＊2 種数 イワナ トウヨシ
ノボリ

オオクチ
バス ギンブナ コイ その他の確認魚種

A 浅　川 大池西
最上流 1020 0.5-1 2009/10/10 9.3 E 1 51

（8-21cm）

B 浅　川 大池西
上流 940 1-2 2009/8/3 19.4 E 1 12

（6-15cm）

－－ －－ －－ －－ 2009/10/9 11.1 E 1 46
（7-24cm）

C 浅　川 大池東
最上流 1000 0.5-1 2009/10/10 9.5 E 1 16

（4-19cm）

D 浅　川 大池東
上流 920 1-2 2009/10/9 未測定 E 2 17

（8-26cm）
1

（26cm）

E 浅　川 本流
トンネル上 610 2-4 2009/8/3 19.4 E 1 11

（8-23cm）

－－ －－ －－ －－ 2009/10/21 11.1 E 1 14
（8-23cm）

F 浅　川 三出の沢
トンネル上 610 2-3 2009/10/21 12.1 E 2 3

（21-23cm）
9

（3-4cm）

G 浅　川 本流
ループ橋下 480 2-4 2009/10/21 12.3 E 1 1

（24cm）

H 浅　川 本流
古里支所下 340 3-5 2009/8/1 23.4 C, F, H 7 ＋ ＋ ウグイ , オイカワ , タイリクバ

ラタナゴ , モツゴ , ドジョウ

I 大座法師池 全域 1040 －－ 2003/7/29 
-30 未測定 F, H, S,

 T, W 4 2
（2,3cm）

8
（4-34 cm）

6
（25-31cm）

5
（30-50cm）

－－ 西岸 －－ －－ 2009/7/6 未測定 F 1 3
（15-25 cm）

－－ 西岸 －－ －－ 2010/7/5 未測定 F 1 10
（15-32 cm）

＊1　水温は午前 10 時から 16 時のあいだに１回のみ測定．
＊2　確認方法（E ：電気ショッカー，C: 投網，F: 釣り , H: タモ網 , S: 刺網，T: 網ウケ , W: 目撃）
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られる．この魚類群集変化に関わる要因については

不明な点も多いが，人為的な漁獲や放流，洪水の影

響などを含め多面的に検証する必要があるだろう．
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を確認することができたが，そのうち１尾は空胃，

２尾についてはいずれもエゾゼミ（成体）を捕食し

ていた．

日本国内で 1990 年代以降分布拡大が著しいコク

チバスやブルーギルはこれまでの調査で確認されな

いものの，サンフィッシュ科魚類は捕食を通じて在

来の魚類，両生類，昆虫類等に大きな影響を与える

ので，今後の動向について引き続き注意する必要が

ある．なお，2010 年現在，池での釣りは原則禁止

されており，池の管理者である長野市開発公社では

県水産試験場の協力を得てオオクチバスの駆除を進

めているところである．

3.2　浅川

浅川の調査で確認された魚種は，中流域の地点 H

でコイ科を中心に７種， 他の上流部の調査地点で

はサケ科のイワナを中心に１～２種が確認された

（表１）． イワナは浅川上流域の優占種であり全長

10cm に満たない当歳～１歳魚も普通に確認され，

自然繁殖していると考えられる．

過去に実施された 2001 年８月の調査結果 5）と

比べると， 中流域の地点 H ではとくに大きな変化

は認められなかった（但し，当時はニゴイ，カマツ

カ，ナマズが確認された）．一方，上流域では過去

の調査で数多く確認されたヤマメが今回はまったく

確認されなかった．例えば，今回の調査地点 E，F，

G では 2001 年当時サケ科魚類としては各地点 7 尾，

2 尾，14 尾のヤマメのみが捕獲されている． 釣り

人の情報でも当時はイワナも少数生息するがヤマメ

が圧倒的に多かった（三水西小学校・山形哲也，私

信）とされており，最近 10 年ほどの間にヤマメ個

体数が急速に減少（あるいは局所絶滅）したと考え
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